
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

  

防犯訓練は、職員へ詳細を伝えず行いました。非常事態の時に、自分たちで考えて命を守る行動を取るために、日ごろ

から訓練を重ねていきます。また、不審者が出られない部屋や、外から入られない部屋など、建物の特性を活かして上

手く対応することも必要だと思いました。訓練だとわかっていても、不審者の対応をするのは恐怖を感じます。 

異変に気付く力や、観察力など、日ごろの防犯意識を高めていくことが大切ですね。 

不審者対応をする時は 1m 以上離れ

て、攻撃された時に身を守れるように、

硬いファイルなどを持っておきます。 

名前・来所の目的を聞き、返答に不審

な点があれば、警察へ通報します。でき

るだけ落ち着いて対応します。 

通報する時は、相手の特徴や様

子を詳しく伝えます。不審者対

応をする人、観察をして通報する

人、子どもや他の職員へ知らせる

人など咄嗟に役割分担をして行

動します。 

今回は不審者が出られな

い部屋に閉じ込めることに

成功！通報から 5 分後に

警察到着・不審者確保を

して訓練終了です。 

 

子どもたちは、鍵がないと

入れない安全な部屋で、

静かに隠れていました。 


